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方言録音資料シリーズー7

鹿児島県熊毛郡上屋久町宮之浦方言

上　　村　　孝　　二　編

1　9　6　8



　このテキストは，総合研究「地方における話し

ことば教育法改善のための基礎的研究」（代表者

大石初太郎）の一部として，研究用の資料として作

られたものである。

　方言の録音方法，方言の表記の方法などのあら

ましについては，別に作った「方言の録音とテキ

ストの作成について」　（国立国語研究所話しことば

研究室編）を参照されたい。

　ここに牧めた方言の録音とテキストの作成と

は，鹿児島大学教授上村孝二が担当した。
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収録地点とその方言について

1．　収録地点名 癬藍島嗅熊毛蔀至壼久筍菅乏瀦

2　収i録堆卓㊧糠餌．．

　宮之浦（人口4，5◎0）は早くひらけた繕だ。藩政時代には奉行駐在駈がおかれた。今Bも高

等学校，藪判筋，上屋久役爆などあり，文化政治の中心地である。なお安房とともに農の表玄関

でもみる・．匙酵騨三験するカ㍉．昔は繍激幽明～碗）に｝ま野点撚蝕する

ものであったが，今日は漁は不振で，むしろ屡久農発電所などの工場が出来この方に勤める人が

多くなみ鵡鹿膿から虫酸の定期船（5時間要）が蒲き，種子島へめ渡島も：この宮之浦港を利

用す6。母近は登山と篠光の客の往来はげしく，．．グ轡ズンは港は活気を呈する。屋久杉，木炭な

　どの外農産物では一甘藷が主である。

3　収録し・た：方言の特色tt

　屋久農方言は種子麗方慧と違い，うんと薩隅方書に接近する。しかし薩隅方言を屡公するとき

はやはり特殊な位置に立つ。今鹿児島地方の方言と比較してみると次のような諸点がちがう（蜜

之浦方書だけについて比較）

　〔音声〕1．、・母音工は〔e〕であって〔le〕ではない。

　　　　　2．オダ張i音において〔au）系〔eu）〔ou〕系のものはすべて〔o：〕だ。

　　　　　3．カーキ（締）fr　一ミ（波）のようにイ・ウ列音籔の萌の母音は長い。

　　　　　4．母音を短音化することもあるが，鹿児農方書のように徹廣したものではない。

　　　　　5．ガ行賞音（語中藷尾）を使う。

　　　　　6．　盛行音力心音は稀に濁音イヒするρ

　　　　　7，ジ・ヂ，ズ・ヅの別はない。

　　　　　8，（r）音の脱落がはげしい。又その結果母音が重複するので〔」〕〔w）などが挿入

　　　　　される。

　　　　　9．ダ行音はラ三音化する。ザ行音もダ・ラ直音化する傾向がある。

　　　　10．入声音はない。

　〔文法）1．三山法は発達していない。助動詞による敬意表現も稀だが文末助詞でその代り補

　　　　　　うということも十分でない。

　　　　　2．薩隅方書の準体助詞トの部分をテに言う傾向。ヨカテヤロ（いいのだろう）

　　　　　3．類似の意　ゴトアルもゴテアルという傾向。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　2一



　　　　4．断定の助動詞はジャもあるがヤ（ヤル）などが特色。

　　　5．逆態のrけれど」はバッチである。

　　　　6．　由の「から・ので」はカラ（カー一）である。

　　　　7．文末助詞に弍菱．（いい晩ナオ），……モンノ（のに，ものを）がある
　　　　　　　　　　ね一
　　　　8．肥筑方書のように対格にヲ（オ）の外にバを矯いる。

　　　9．肥筑方言のように形容詞のサ語尾詠歎法がある。日ノ長サ／（長いことよ）

〔語彙〕①　スバトー（てんてこ舞する）　　②　キムル（叱る）　　⑬　トビゥォドリ（時

　　　鳥）　　　④　ワスル（来られる，唯一の敬語動詞だが敬意はそう高くない）　⑤　Je

　　　ミ（あなた，御身）⑥シ。イナゲ・セシナゲ（下水留）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○は種子島と共通。

4　地点選定の理由

　薩鐸跡琶を録音テープで聴くばあい，薩陪本土中ではどこの方薔を採録しても他県湘こけ一様に

聞吏ると思い，思い切って離島から選ぶことにしたもの。入声音のないこと，アクセン｝が麗

　児島地方と違い二型アであっても次のような高低を示すことなどで‘三音館語以上に頭高があら

　われるなどで），鹿児島ばな｝’iが感じられるであろう。

　　宮之漏　a型　　0ガ　00　00ガ　000　000ガ

　　　　　　　b塑　　0ガ　00　00ガ　000　000ガ

　屋久弁の方が鹿児島弁より一般にわかりやすいだろう。
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表　記　に　つ　い　て

〔指定の字母以外に硬用した字母，および彼用した補助記号〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹｛

　　　特になし

1．文末助詞：na：，ne：：t　naoの類はすべて前文にくっつけて表記した。

2．、趨淀の助動詞zja，　jaなどはやはり自立語的なので離して表記。：

3，敬譲表現はほとんどなきにひとしき状態だし，文末助詞が十分代って働いているとも思え、な

いので，－男女，老若の差が感じられないほどぶっきらぼうの標準語訳になっている。やむを得

ない。
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1．、鹿児島見物

．録音日時　1967年7月18El

録音場駈　宮之浦田代旅館

話し手

　（略号）　（政　名）　（性別）

　　A岩州シオ女
　　B　　松田助市　　男

（生　年）　（職　業）

明治29年生　 農業：

ク33年生　木炭製造業

（居　　　　住　　　　歴）

営之蒲に生れずっと現在まで居住

0才～18才在郷19才八幡（北

九sN怖）20才（稲歌山市）21
才～24才（佐世保海兵団入隊）

45才～46才（三三，南方へ）46

才～現在（在郷）

解説：　Aが親類の子供が鹿児島市の病院に入院しているのを見舞た鹿児臨に行って来たと雷え

ぱ，Bは初耳だと餌鳥筥之浦も大きくtsつたので，そのことは中々耳に入らかいものだと話し

Aう。ついで，お互に鹿児島の風景のよさ，最近の大きく発展して行くありさまを以毒ゆ鹿lgg

と比べて語る。ついに交通事故も多くなったことに及ぶ。Bは鹿児島では交通難故に注意せよと

子供らに注意をうけるほどであると鷺う。も一一一　tw鹿騒騒に遊びたい演腰痛もあり出られそうもないとも

言う。終りに指宿のヘルスセンターのことに及ぶ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

A　konogorQ　kagosimai　．itaq　mitapa　kaoosima　i．hoNRo”
　　このごろ　　　　鹿児農に　　　　行って　　見たが，　　鹿毘昆は　　　ほん

　　kote　mo：　beNna　tokoino　voto　naqcjoqtejane：　oja
　　と1こ　　もう　　別な　　　処の　　　　ように　　なっているのよ。　　　　　私は

　　sieoneN　mae　it－atekara　koNda　hazimeci　itato　j’aq－
　　4，5年　　　　まえ　　行ってから　　　今度は　　初めて　　　　　行ったの　　だっ

ta　ga
たが。

B　wa：　naNno　jo；zide　itatokai
　　あんた：は何の　　　用蓼で　　　　行ったのかい。
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A晃、la濃聖・a慰讐’塞…：玉N、黙1ぎqtaど£N灸蹴：づO

B　bjoibmi　naNno　bjo：kidejo
　　病陶解㍑湘の　績でなの

A　ke　g’　a”　i’iSLi　Ec　」　oq　te　jo　a：　sjo　cuNma　｛）　ecjoq　te　．．．．　ano

　　怪我　　　しているのよ。　　足を　　　　折り曲げていて　　　　・■■・あのう

　　m，i　ma　i　i　ta　tojaga　j．　o

　　下郷行・たのだよ・

　　keva　dokode　keoa　sitatokajo
．即しど凝　盤　したの7b：k・・

A　dok，6de　keea　s’itaka　dokoka　jakureNkge　doqkade
　　何処で’1、　＿怪我　　　したか，　　　　どこ加　　　　　塵久電か　　　　　どこかで

　　kega　si6ato　」aqdopa
　　怪・我　　　したの　　　　だろう。

B　jakddeNni’　dei6’qtatoka　s’o’ja
　　燈、久電に　　　．・　出ていたのか　　　　：．それは。一　・．　　』．、　　・1；，

A認賜1ξ19，鶏ド

　　N：’Nda　hazime’6i　」aoa’

　　うん。わしは　初めて　　　　　だが・

A　waNta　hacumirRi’zjaqtajoea　jaqpai　mo：　jmawa
　　あんた達は　　初めて　　　　だったろうよ。　　やはり　　　　もう　　’今は

　　mukas1’ne　uote　nakawaiimuk’asja’murapa　koma一
　　昔の　　　　　　　ように　　ないわ砺　　　　昔は　　　　　村が　　　　　　小

　　’kaq’taga　su　iqki　Wakai　joqtabaqci　m6’：　imawa’　’na一
　　さかったが，ぐ粘液励輸）すぐ　わかる　　ものだったけど，　もう　　今は　　　』な

留k鵬搬織驚・kr・・：‘　州∫
　　N：　sa：　mo　naNtoka　jai　moN　n（　2ei　ham．　ad　63　｝’　e　s　i’　’N　・d　’a

　　うん，そう　もう　何とか　　　　だ　　もの。　　日戸で　　　　　概んだ

笑み…耀麟f一・1・贔1㌍・㍑．：碧蹴1・＝．糠・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・　6高



A・◎il・m・ima二9・q・Ui　Wak・：Nd・n・NOa，ηaN4・t一
　　そうよ。　　もう　吟’は　　　ほんとに　　　わからない。　　　何が　　　　何でや

　　　　（5，）　．　．．　．　．．　．　．　“　．　．　．
　　　　　z　」・ai　j：　o－ho　si　te　mo　　ka　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kodQNrnojQ：　ojanp　namae’一．／
　　ら　　だろうか，．　　そして　　．もう　子どももね，　　　　親の　　　　名前

　　remo　iwaNnja　mo　raga　kpreka　zja，ijg　mp，o　．bitode
　　でも　轡わなきやもう誰の、子やら　だろうか，もう少

　　cuMo　sl］aN
　　しも　　　知らない。

B　ho　Nn　okoq　．zja　mo　hit　oc　ump　wa　ka　，r　aN
　　ほんとう．、　　　だ。　もう・　少しも　　．．　わからない。

“geK　wca　iNda，，’s　i．qcjokaq　sijaNbaqci　Nda　pao　hi　tocurno
　　あんた達は　知っ．ているか　　　．知らないけど，　　　　私は　．．もう　少しも

　　sijaNde　mo　tosjo　toqtaja
　　知らん　　　　　もう　年を　　　　とったら。　　　　　　　．　ttt．　　　　‘．、

B　NdomQ，　Ndomo　hitocu・inp．，w．akaraN　i，．
　　わしも　．．「（雷いよどみ）　少しも、　　．　わからない。　　，

A　soNna　moasi　zjaq’to，」，one．：．　jononaka．cj，　／uw，a　rp．o，1，，
　　そんな　　　もの　　だよね，　　　　　　・t．　世の中　　　　　　と言う嘆）信．もう。，

　　uqtek，awaqte　sitakuo　，s，italtuea　ci．gai，　pa｛o　．na－N一”
　　う・って変わって　　　　　（言いまちがい）　莱度が　　　　　・団匪　　・．、もう　なん

　　。墨。kaNzj。．mi・。。　ci、。；・。k　661　h。垣蜘・ka・，a

　　だかんだ　、　　　　みんな　　　違って行．く。　　　　履物から

　　1〈imoNka：E｝a　ci．eocjoqte．　．i，，a　moNno　，．
　　藩物からが　．1　　　違っているん　　　　だ　　ものG　，

B　zjara：　i（7）　／．，．，；．
　　そうだわい。

A　mata　kaeosimanaNde　itate　meba　beqk．a，ku　mata・
　　又　　　　鹿児畠などに　　　　　　　行って　　　見ればレ　別格　　　　　　又

　　cigo．：　“Nal．n　e：　・　，　，　．．　．．．
　　逮うわいね。

B　ma．：　kaeosimamo　n，agp．　itac．ja　mi　r．aNea　．c，ig　g．　，c，joq
　　まあ・　・鹿！kも　　　　　　　永く　　　行っては　　　見ないが・　　　　三つτいる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　7　：一一



zaag

．．鑑

A，

A

　ロ　　　　　　　　　　　サ　　の

魁亀を1」；」◎1‘『∵’　．冗・・、．富

蓋欝卿◎錨3NkaNnl濃寵a．三眠’
・w・塊ρ：hit，・　n◎・：kak・t・」・
するわね。　，　　．人の　　　　多い　　　ことよ。

Z］ara1
そうだわい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

熱le：￥溜ON・鴨嘉U卑a：k藁U甲tρ．壌s婬

蜘．蝋。轟。ち1。・，。・、，、　・‘a，・、1。e・∴。1　1’．　一一

にも @剰きれ加ように韓・うろうろしてい桝　　、剰そ

kOno　l）oto　aq（10
こなうようにあるよ・　　tt．∴■r；．レ　　　・：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾　　　　　　層（91　　　．

羅a㍗；・：憲k」Ol・Cどぜ夢擢ぜ？∵◎器Slma｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（麺

思。（．h　eg息づかい）1綴8alぎ籠犠亀汎鍍？？：1，　　　　　．tt

　　　　　　　　　　　　　　　　（11）　　　　　　一：．　　　　，

垂電熱器潮回鷺asi些『，：巌ga鐸麟1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
．i　aku　，z：ja，．mija尊・Ura　tapedewa　ak・Vi　meiSj・d・k・”
働では @宮之浦　　種子では，赤罫像’まちカ1い）
k。m・i、」・d・k・rew。　k。鯛。・，im。t。　Ut。1］。　aq、1。
宣いまち茄、）　名所どころは，　　　　　　鹿児農」と　　『　　　　唄が　　　　』あるでは

nek：a　Wa：
ないカ、　あんた。

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　，S、0　．　　　SO　．

e・・そ・・．． 『　・1　…

SOneN　jU：te　Wa：mUkaSika：nO　melSjO　la　mONnO
．そんなに言・てあんた・昔からの @　締　　ギ．も『ね・

羅la羅∵∴諜「az噸海戦e・te、＆egC・j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8～



　　uwa　騒a：N難ai　hoNni
　　雷え　　ないわね　　　ほんとに。　　　　　　　　　　　’　　　ゴ　．『捨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
B　kapgsimamo　t．aiheNna”’　．mo　，nao　hir，o：　naq，t．a　gpoN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広く』　な・，た1もの　　鹿児島も　　　　　　　大変な　　　　　もう　　なお

　　　　　　　　　tt4i
鵬粂ごne昌㌦ご’ @　　．．・：一．・1二、

A　mo：　iqpai　hiro：　naqteta　moN　koNda　tanijama
　　もう　　いっぱい　　　広く　　　　なっていた　　　もの。　　今度は　　　　谷由

　　made　hiqko：de　kite　nao　wa：　huto：　naqta　wa
　　まで　　　引きこんで　　　来て　　　なお　　あんた，　広く　　　なった　　あんた，

　　kaeosi．mamo
　　鹿児島も。

B　．t　a．　ni　」arna　no　buN　d．emo　wai　ap　．e　．n　a　h．i　ro　．k　agt4to」o

　　谷山の　　　　　　　　ぶんでも　　　あんた，　あんなに　　広かったのよ。

A　rno　soN　inr・a：　naNbai　mukasino　naNbai　naqcjoT
　　も・伽儒陥　 昔の @　舳・　ならて』．．、1

嶋碧ξ蹴0寒9：錫。面懸舞k．a）1鰯∵0笠1ヒ

　　ka：　zu：qSo　eea　dekete．n，e：
　　から　　ずっと　　　家が　　出来てね。
B　g　／r　gJ　g．　．．h　o．　l」　r｝　e’　．S　ta　t一　g．　｝c　ja　j．　，g　meg　inoN　t｝一g　Ai　i｝　a　rr｝．a　1；　ra（i5）

　　そうだろう。それなら　行った　　時1は　　　吉野の　　　　辺は　　　　まだ6

A　zju：　t’ ≠汲浮№＝@dekete　hanas．i　na：Nga
　　住宅が　　　　　．　出来て　　　　話に　　　　ならないよ。

B　josino　heNp．a　m．a：ra　hoNno　inaka　jaqtaga
　　吉肇の　　　　辺は　　　まだ　　　　ほんの　　　田含　　　　だったよ。

A　mp　towa　h．i　，t　o　，i　＄．a　Lk　i　」　．o．q！aga，　ima　d．　oma　：　r　oko　ga

　　も醜　　一A　歩くものだ碇が・　今は　，　どこが

　　dokodeka　zjao：　mo　hitocumo　waka：Ntojo
　　どこなんだやら，　　　　もう　少しも　　　　　わからないのよ。　　　　　　I

B　so．
　　そう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一9一



aag．　wa：　konogera　ikaNtokai
　　．あんな∫ζ二の頃は：．．．1　行ったのかい。

　　mo　oi’mo・nag6i：　ikaNro：

　　もう　わしも　　永く　　　行かないよ。

ps．．　aq　，p　ai　cjoicj　oi　ik　aN　nj　an　ejo　ano　waka：N　ij　ote
　　やはり　1、　ちょt｝‘〉ちよい　　　行かなければね，　　　あの　　わからない　　ように，

罷0、灘ud幅留；te騒i響0
’B　iko：to　ofnoc’^ioqtaqcim－o　kesioa　it6kd　moN　zjakai－p
　　行こうと　　　思っていても　　　　　　　腰が　　　　　痛い　．　もの　　だから

　　ne：
　　t、ね。

A　zjava　zjaga　tabem6Nna　cieausi
　　そう．ζ。．．、　そうよ。tt，食いものは　　　　　1違う1し，

3’3　ko：cuzi　kodb　mo：　ha：　de：　mo　“17）’　z　」’　aga　ha：

　　交通事故で．　　．　｝　もう　　ほら　　妻お事．、，　　だよ，　　　ぼら。

rv」’狽奄高

C．　z’」＝F　dekoiz」a　naka（ig｝mo　soi　ie6a　kabieija　naka
　そうである　処では　　　　ない。：　もう　それを　言爾、ぱ1　限り1ま：　　　．ない。

：馨乏、藻Nlani．．麗e即逆撫さ：まzl『o轡．毒tl　va－8

　　jo：　so　ja．　mo：
　うん。　そう　だ。　もう。，

．　zibuNni　kio’l №奄汲≠唐奄狽?’　刀va：Nt’o @site　mae　usi一“
　自分に、　　　　．気を　．．利かせて　　　　・しゃん：と　　　　して、　前　　　後ろ

　　to：　mi　te　sa　ikeba　h．　i　｛oc　umo’　ke　ea　suru　sewa　：（i　9）i

　を・　　見て：　歩けば．、　　　少しも　　　　　怪我　　する　．　心配は

　nakato」’o　」aqb’ai　k：okodemo　batabata　sicjoeba
　ないのよ。　　　　・や｝さり　／．　　此処でも　　　　　うろうろ．1　　1一．1レていれば，

　keea　suqto　jaro
　怪我　　　するの　　　だろう。

　ha：　konomae　ita　t6kinaNda　mo　musikopa　gaq一’
　はあ。　　この煎　　　　　行った　時なんかは　　　　　もう　患子が　　　　　　ひど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　10　一一・



A

B

A

A

c　ilt　i　siN　bhi　si　te　（ah　a）　s’1　b」　pai　s　lt　’N　naci　’．i　uba　一“

．ぐ　　　心配　　　　　して　　　（息きっかい）「心配　　；．，Jする）簿」と　、∴r言黛

qcimo　kikaNto　jaoa
けれども，　きかないの　　だよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　f’

翻pa’鴇Wa器a∵翻、lo」◎（ξんNl£1、），潔bai

site　ke　kepanado　saseja　seNkaci　jaqpa　omo
・頃　（識・さし）怪我など　　させは　、レないかと・　やはり，愚う冗
　　　　　　　　　　　　　cec］i

（至okoizia　 難aka
どころでは　　　　　ない。

oja：　aN　taci　no　si　pa　pai　se　Nd　enio　1〈　ai　guN　CI　e　soiko一一

わしは　樋たちが　．心配　　しなくても　海軍で　　　嫡こ二

sa　gwa．ikol〈umo　2u：q£o　sa　saicjoru　otoko
そ　　外騨も　　　　　　一ずρと　　（旧いさし）Ylb　V）ている　　　　男

i’　a　｛｝　a　naN　Ro　soNnk　si　Npai　sio　a　ijaNc　i2V　．i　ubS　q一

だよ・　何の　そんな　碑　　したくてもよV・と　、．．驚う．

cim－o　zi：c」aN　mukasito　imawa　aha　cigote’ @’ vaea
嫡れど，　「爺ちゃん　　　　昔と　　　　　　合は　　（息づ帆・）逮うの　　　だよ。

g．oreN　soN　jokubaqta　kocu　i：．iaNnaci　ehe一一一
そんな　　　その　　欲ばった　　　　　　ことを　　言いなさんな」と　　（息づかい）…。

z」a：　ro　K’　oi　z」a　naka　mo　muk　asito　irfiia　to　ci9　o’ F　te

そうである処では　　　　ない・　もう　．昔と　　　　．．　今と　　　違っ℃

mukasino　’ 獅≠浮≠刀f ?ｌｋｉＤa　imano　」akusiman6　」ofia
昔の．　　　　　　長崎が　　：　　、　今の　　　　齪久臨の　　　　　　ような

moN　zjaqto　j’ ≠窒潤@sono　ata：i　kaNgecjoraNnja’　mo
ものであうの：　　潜はう。　その　　　＄りに　　一考えていなければ，　，　　もう

kaoosimanime　meqtani　deja　na：Nnai　mo　im’ ＝F

鹿児農iCも　　　　　　　めったに　　　　出られ｝ま；しなセ｝・　．．，　1．もう　今は。

N：　nakanal〈a　buqso　zjai　moNnon6：’
うん，なかなか　物騒だものね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　1宅

buqso：　jo　i　lg　udemo　mo：　ik　uto　om6eba　hik6：　ks一
物騒よ。　　　　　行くにしても　もう．　行くと　　　思えば，　　　飛行機

　　　　　　　　　　　　　　　　　一11一



B

A

B

耀　0寵emo濃r・O　tn・　O黙S’＝艦to：離ぎci

器器naka穏犠ka：．嶽k細ξ9唾潔る騨u陶a

昆集駅鳩錫鳩1’嬢審孟魂a　鴨場串鷲
　　　　　　　　　　　　　　　．　（22）

bbqtai”’Mo　na：Nnjo
すっかり　　　もう　駄囲だわい。

naNtokano　ano　hara　ibusukino　herususeN一　ta：ni一
何とかいう　　　　あの　　ほら　　　指宿の　　　　　　ヘルスセンターに．．

mo　itate　azaika　as’ura　kotoga　aqta｛｝a
も　　行って　　　ずいぶん　　　遊んだ．　ことが　　　　あったよ。

g．ia　，3－hw　ii　kgnja　1一．tas．」a　mMl／／　a－N．tone：　i．，」bh．．y．．．S．．ukin」a

私は　　あそこには　　　　行っては　　　見ないのね。　　　　　指宿には。

hokaN　tokoja　Tn．o　iqpai　mawaqcjoqbaqcimo　mo：
外の　　　　　処は　　　　もう　みんな　　　回っているけれども　　　　　　　もう，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）　．　．一　．
’i’busu　ls　i　cl　akeja　ikaNz　」’　a　eT’　b’　kon　om　ae　iko　．i　a　cut　a一

指宿だけは　．　　　　　　　行かないんだよ。　　この前　　　　「行こう剣　と撃った

b．a’g．c　i，i．pgtL　p．　ti’i　．2　．1〈．a．Ngi　．s－oLa　i，S．o．s　．a　susite　rr：，：odgqte

けれど，　　そのまま　　　行かないで　　ほら，　忙しくて　　　　　　　戻って

lg　i　t’a　tgki　．n　’i

来た　　ときに。

．＄Mgteka：「講eoa犠鰭譜貌（A二見、．a鍛ya’ka
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

翻eh6㌔i｝評a．呼塩嘉癩Jl「m◎麟ぶ叙鴛e：（B凱／．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

蛙騨◎濃te．器：黙：n　iN　m－O．器左1：1．牒te

warai　jokaq’taj’o／
大変　　　　　よかったよ。

幽幽1㎏i「鵬臼1二∵　』t．．1．
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2．民話：本妻と情婦

日
，
，
、8

劇

－
，
”
養

月
旅7

代

年
田7

浦

　

9
之
1
宮

比
所

臼
媛

音
音

録
録

話し手

　（略号）　（氏　名）

　　A　　右図シオ

（性別）（生年）（職業）（居住歴〉

女　明治29雑麟宮騨で鞘ず・秘曲、

解説：　本妻の外に湾嬢をもつ男が燐婦とかたらって，本妻をもどセ謀臣を入れよ．うと陀な書画

が失敗した物語り。男と情婦との計画では，次のことを本妻が叶烹ぬなら，口実に本妻をおいだ

すものであった。L本妻は緋のはかまが自愛るか。　2．奉妻の騨爾する三味線を情婦に黛pてく

れるか，　3．本黎の秘蔵する悪を情婦に貸してくれるか，　4本妻の大切な蘇鉄の木を情嬉にく

れるか，以上の順で話しをもちかけ・つぎつぎに本妻が実行するので計画は失命して行く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

A　mul〈asi　mi　janourani　it　a一｝t／a’no　joi　hu：huga　aq，ta
　　青　　　　　　富之濾に　　　　　』　　仲の　　　　よい　　夫婦が　　　　ありた

　　aqia　tolgoiga　’ro：・’i　．i’u　MoN　zj’aqtaka・　ot，Okono
　（言いよどみ）ところが　　　　どういう　　もの　　だったカy　　　　　男の

　　hitopa　｝｛iga　kawaqte　mijaNran’o　；mac’i／karureni
　　人が　　　　　気が　　　変わって，　　　窟之漁の　　　　　町はずれに

　　ik　eNjano　oNnano　h’i　to　i’　oq　to　kin　i’　’m　ai　baN　’i　ku
　　一軒家の　　　　　女の　　　　一人　　　いた　ときに，　　毎晩　　　　行く

gote　naqte　soiba　hoNsaiga　mjo：na　koq’zSa’to
ように　　なって　　　それを　　　本妻が　　　　　　妙な　　　　こと　　だと

mo　te　cukete　iq　te　mi　ta　toko　ioa　・　hutai　si　o：　da　N一
思って，　あとづけて，　行りて　　覧た　　　ところが　　　　二入　　　　相談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tz，s
ne　s’ 堰@j　oq　te　do‘　s　i　t　emo’　’a　n’o　・ka　z’uk’o　b，a’　’　mo　’roSaNnja

を　　していて　　　　「どうしても　　’あの　　和子を　　　　　戻さなければ

　　　　　　　　　　　　　（25）
　　　　　　　　　　　　　　　butai　hu：hunja　naranaj　caikaNci　cijokot6”
いけないって。　千代子と　　　　　二入　　　　夫婦には　　　　　成ることは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（書いまちがい）

　　　　　　　　　　　　　　　　一一一13一



na：Nka：　dositemo　modosaNnja　ikaNga　seN　doN一
出来ないから，　　どうしても　　　　戻さなければ　　　　　いけないカ～　（意昧なし）どん

na　huni　site　modoseba　“iokatokai　jutaja　ci｝
な．鷹、．，虐て　戻せば　　よいの力帯　 と言ったら・千

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
30k◎9a　IU：nla　aitO　wa：nenO　kaZUko　wa　ma　hinO
代子が　　　　言うには　　　rあの　　あんた駈の　　　和子は　　　　　まあ　　緋の

hakama・nui・jan・ij・k・；necj　・t・　・i　sa：・iタ・；」
はかまを　　　縫うことができようかいね」　　と書つた。　　　rさあ　しらな’

Nnj・nuioa　fi・aij・k’ae　s・im・ju：te　mijliNnja
いよ。　　縫庵る　　だろうか。　　　　それを　　　言って　　見なけ’りゃ

w、k、：・． ?。n、，◎。　ki。。　h、k、m、。。。iea。aeb。」。
おからない。　そんなら　その　　緯の　　　袴を　　　．　縫うことができればね，

1鯉・・q6・慰1・慧：9・・脇潅鰭8．織・・t」s・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　hutaiCUde　h‘3nete　　　　　　　　　　　　　　　　　　meotoni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BaNPa　cUte　jaqta｝
っで　　　戻して　　　　二人　　　　夫婦に　　　　なるよ」　　と書って　　なった

e・i．・s◎’ika．：　so　．n　o：OnaUoOa　sOnO．baN．na、cUkekake’一、
．って。　それから　』　その　．　女が　　　㌧　　その　　　晩　　　　（男の）あとをつけ

　　　　　　婬8｝
te　．k圭te　d◎kon圭　i．tacj．oijoka｛：o　・m：ote　k玉ta．　t◎｝
て　　来て，・・どこに　　．　行っているかと　　．　　　思って　　来た　．　と

ki◎．i・ela　hti・t．a・ま　SOnO　ha難aS，O　hin◎h・akamanO　hana一
ころが，　　思入一　　その　　　話を，　　　　・緋の　　　袴の　　　　　　話

：S．P0Si・jOqtaCl　SON’hino　hal（ama（CIU）wa’i・keN
を　　　していたとさ。　　　「その　　緋の　　　　袴　　　　　　と言うのは　　　どのように

si’te・cu．kuq・t◎kai　c3・u：taja、koneN　sitejo．：1．kone・一
して　　　作るのかい」　　　　と言ったら，　　　「こんなに　してよう，　　　こんな

bl．

Fs・ite　aka’ka　kliede　kon’e．N　s．ite　watamo　、i：rete
に　．して　　　赤い　　　　布で　　　　こんなに　　して　　　綿も　　・　　入れて

鋤騨◎膓8：．！畿r：：Lll’濃te》別no．1饗導OWa

m・h。ll・｝，。」・、。9。m。d。qt，　ki． 煤Ei。，am。　h。、it。
もう　　本妻は　　　　　すぐ　　　もどって　　　　来て，　　家の方へ。　　そした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　14一



；o　k，　o　i　ea　as．u　no一　asai　ii　agta　teko　ie　a　1〈　．a．ru　1〈　o

ところが・　．遡に　　　な・た　とこ砂　．恥予

rpe：　qno，　h．a．kamao　．p，，uie．a　n．a．gkae　c．4．，u．ta，　t，okei｛｝a

縞あの搬、＿』 魔ｱとが沖来るか」謄・た　とこ拶

nulua，　pqqdo：　c」ut，aci　hona　nu；te　rrie　c」uteteC29」

「悟るよ」　　雄・た・て・fそ磁ら髄て　見映と諭ておいて・

・・ide　kieつk・：te、kite…　ite　hin・hakama・
それで　　布を　買って　煎・　そして　　緋の　　袴を

nu：　t，e　．s　o．h　i　te　t　．o　nozjoni　v｛r　．a　tasi　te　ton　o．z　jo：pa

縫って　　　そして　　　　夫に　　　　　　　渡して　　　　　　夫が

moqte　iqtaci　mata　，asttRo一’baNmo　sono　to：i
もって行ったって。又　翌晩も　　その通りに
ma　t　a／　m．i　Pi　no　to：　i　，n．　．i　sono　o　f｝　a　｛｝　oN　t．　ekoi　san｝e

又　　右の　　遡に　その　女Q　　．処へ
．i　ku　moNz　．i　ak　a，　：　cu　k．el〈　ic　ke　te　i，　．t　a　to　1〈　oi　va　hut　ai　一一

肴く　ものだから・．あとづけて　　』行？たとeろ．　＝人

no　gi，Npai，g，a　koizja，　pap　totem，o　．a，i　zjaga　aioa
の　　吟味が1　．「これでは　　もう　とても　tt　塗れ　だよ・・　　あ激が

sa　！r｝　ise　，N　n．　．o　cla　iz　ini　si　c，，．i　oN　！1　a　a　i　ba　s　a．　pi　i　s，eNo

三味纏を’1，　　　大寮に　　　　　してbるが，、　あれを，，、三沿線を：

ls．ase　・c．　jh．ttt．e　mwwi　j－aok4ici　s．．／　c3　，m．，，　L．geNnO　d．a．．li　Zi　n，i

貸せ　　　と書って　　晃ようかい」と。　　r三味緯を　　　　　　：大事に

　“　’　’　S3C］　．　．fi　ite　，mo　：　kaNz　i　Ns　a．man　il’　s．　i　c，」　o，N　mo　N　z　ja　ka　：

して　もう　麗龍　　　　砿いる　』砂　ぎから・

soi　so：daN，ne　s．ite　me　soie，，a　so：daNni　na：Nte
それに．相談を　　　　　　　して　　　見よ。　それが　　　相談に，　　　　　ならないと

se：　ba　mata　na　Nt　o．　ka　na　：Nn　」’　a　na：N　｛｝　a　cj　ute
すれば　　　　また　　　何とか　　　　　ならなきゃ　　　ならないよ」　と欝．って

　　　（31］，

jut　’el　ho：si　ta　tekoi　oa．　h　uta　」．　a．　mo　，sami　se，N　n．　g

信・て）5・・そうした　ところが・．1、二河　 もゲ三民の“

｝i　ana　sj　o　si　joi　m．　9．　i．．　zj．　a，　ko　ikosa　kasa　lj　n　」．　a　i　1〈，a　N一

話を　　　　　　している　　様子　．だ。　　これこそ　．　　貸さなければ　　　，いけな

　　　　　　　　　　　　　　　　一15一



pA　t’　ot　6mete　kazuk　c｝　x“a－L・一　niod　oq　te　ki　te　50s　i／　te

　いがと　　思って，　　　和子は　　　　　……　　もどって　　　　　来て，　　　そして

　a’sitafio’一asa　sono　cijokoea　ka’lke　｝〈　i’　ite　sami’一

　翌朝　　　　　　　　　　　その　　　千代子が　　　　　借りに　　　来て　　　「ミ味

’seNn6　ke：te’kueNka　ha：i　jagi　koqzja　hai
　線を　　　　貸して　　　くれないか」　「はあい。　やすい　　ことだ。　　　はい。

’moqtait（3e2）’　kue　moqtaite　hi：t6　uto：te　odoqte

　もって行って　　　くれ。　もって行って　　弾いて　　歌って　　　　踊って

　kue　’cj’u　i’e　jute　motasite　jaqta　ho：sita’toko一’
　くれ」　と書って　　（言って）　持たせて　　　　　やった。　　そうした　　　　とこ

　ipa　mata　sorio　aibaNmo　itate　mieba　mo　koizja
　ろが，　また：　　　その　　　翌晩も　　　　行って　　　回れば　　もう，　「これでは

　tdqtemo　mo　dama’s　」’a　ita：Nga　koNda　keto：　moq一
　とても　　　　　　もう　欺すことは　　　出来ないよ。　今度は　　　　琴を　　　　もつ

i’

@c　／i　oNga　ano　kotowa　ka　suka　kasaNk　．a　Da　me　Ndai
　ているが，　　あの　　　琴は，　　　　貸すか　　　　貸さんかが’　　　　間題

2」a　p．　a　’s　d．i　bi　te’：　cu　’！iiata　j　u：　t　e’ D　’i C　m．iiaN　ka　．1　（’c　．i　u一

　だが，　　　それ．　　一つ　　　　　　また：　　　言って　　　．見ないかい」　　　　と．言

tgC　id　）　hJ　O．　Si　te　CH．1　．，／i　．一〇　．lf　o　1］　a　a－s’　．i．　ta“　o’一　aSa　kLgLu　！y　o

　つたって。．　そして1　　　千代子が　　　　　翌朝　　　　　　　　　f和子，

　oini’　ano　sono　koto：　is－asite　ku’eNkai　haL’i
　i私に　　　あのう　その　　　i摩を　　　　貸して　　　　くれないかい」　fはい。　l

　moqtaite　h．i：te　hi：te　iqkuwademo　hi：tefkueN一
　もって行って，　　弾いて　　　弾いて　　　いくらでも　　　　　弾いて　　　くれな

k・j・ぐ・」・t6）・ri・・1・q・」・i・・1…　」・t・珍
　いかよ」　　と言って，　　「あの　　上手　　　だわね」　　　　　　と書ったら，

憲器la黙礎a翻剛。：潔紺奨朧a：慢da
　Son　O’　5a’N　na　m’ada　’icuk’　ekakete　i　ta　te　’mi　ta　’　tdk　o一

　その晩は三跡をつけて，　行って見たとこ
　iga　1．〈．ety．da’tpg　kgi’z’ia　togtemo　C．a．mesa　na．：Nci
　うが，　ヂ今度は　　もう　これでは．　　とても　　　　　欺すことは　　できない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k16一



aiga　h．ito：cu．sotecuno　kio　meqcjoNea　soa・　mo
あれが　　一つ　　　　　　蘇鉄の　　　　　　木を　　もっているが，　　　それは　もう

teqtemo　daizini　site　inocika　nibaNme　zjaga
とっても　　　　大事に　　　　　して，　　　いのちから　　二番目　　　　　だよ，

aikosa　ajo
あれこそ。　　あれを

ka　sa　na：　N・（eo）　ka　ka　sa　lg　cj　uk　amo
貸すことはできない（駐dま言　（言ハさし）貸さん　と言うか．も

sieNde　aikosa　kasaN
気れないそ。　　あれこそ　　　貸さないと

いまちδヨパ～）‘

c）uKamo
いうかも

sieNea　itate
知れないカ～　行って

・me‘　ci　sosi　・t　e　k．a　，i　ke　k，i　ta　．c　i　soN　．t　ok　i　1｛　azq　k，　o，ea・

見幻って。　そして　　　借りに　　来たって。　　その　　時　　　禰子が．．．

iwakuni　samiseN　kasite　koto　kasite　s．o，　r，e，j，ori
臼くに，　　　　「三味線　　　　貸して，　　　　琴　　　貸して　　　　それより

dai　zi　na　oqta　b／a　kasi　te　・n　ani　Da　，os　i，　ka　r：o　，o　n：i　waw

大事な　　　　　夫を　　　　　貸して，　　　何が　　　　　惜しかろ，　　　お麩

鶏0
の

ka
は

sor　ecu　（cjutaci　）　to　：．te　：　，．　｝3　o．　Ns　a．　i　｛・a　」　o．n　，opa　一’

蘇鉄」　　　　と言ったとさ。　　．とうとう　　　本饗が　　　　　　’世の中・

　　　　　　　　　　　（331　　　　　　　　　　　　　融
　toqte　to　q・　ta　cu　／to：qta　cj　udes　uj・e，　h　ut　ai
（養いまちがい）とったて。　　　通ったと言うですよ，　　　　　．二人

hu：hude　ta：　q’taci
夫婦で　　　　　逓つたて。

3．診　祭　り

録音日時　　1967年7月18fi

録音場所　密之濾：田代旅館

話し手

（略号）　（氏　名）　（性別）　（生　年）（職業）　（居

女
男

オ
次

シ
貞

ノ
　

ノ

岩
岩A

C

明治29年生　農業

〃39年生　商業

「
71

一

・住 歴）

宮之浦で生れずっと居住

0才～王8才（在郷）18才～46才（大
阪市）47才～現在（在郷）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　1．，

解説：　本来4月10臼のお祭り呂を4月3Hに変更した町あ神社の世話人Cは町民にうらまれ

たということから，現在の祭り当露がさびしいものになったと・お互に嘆く。昔隙当呂、は詐常に

賑やかな行事がくりひろげられて，畠内の小学較の生徒も弁当こしら黛．で宮之浦の神社の祭りに築まっ

たもの準航中にtま神社にま．いらず芝屠だけを見るの，PS　9，的の人もいた。芝居には話手もそPt．それ

役者になウて．演じたものだ。舞台にあがって唄をうたったこともある，などの追憶談に花が咲く，

最後・への暉（繭の殉瑚趣多・、　　　　　　、

At。｛。i6製k＿9。，。n。、・i蜘．t。、k。、三k。nak、’，　一一

　　貞次さん，　　　　この頃の　　　　　　　　4月10Rは　　　　　　どんな　　　様

ilt，t　．t，　，．．　．　　．　11　，．／　／．1　．t　　　　　　（i瑠

　　k戯マ◎
　　子かい。

ea．
F；

高＝F’kj・n　eNm・．。”・　ide・s6；d・：z∫aqta君a・aザ

　　輝．ttdi・．．朗もL：．そ糎．騨、．だ・嫡　 ＊o

　　pai　ci　ka　goS　b’　vva　ino　：’　sa　bis　」’　u：　naqte　koi　ka：

　　ばり　ち噸｝㌔　．もi，掬し！、自．．一．なrて・．こ漁磨

　　mo　toN　to：　i　hi　to　cu　’s　e’　N’n　ia　na　’：　N　ci　ute　zi　Ns　ia一’

　　もとの　通鴨ひとつ　しなければ轡塗い．と雷って・襯

　　no　jakuniNmo　joqte　se：daNo　si　joNga　ige“］
　　の　　役人も　　　　　　　集まって，　相談を　　　　　して　いるが，　　どんなに

　　naqtoka　kjoneNna．　，io　imano；　sigaqto：kao　hini一
　　なるのか。　　　表年はよう，　　　　今の　　　　4月10日を　　　　　Hに

　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　，　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　・

A

cio　kaete　mitana：　，cju：　kQ，，qde　soide：
ちを　　変えて　　見たなら　　　　と書う　　ことで，「　それで

鵬’g：・1　；，k．a　nit∵el暴）糠別．0地島lga

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

茎｛」玉ユ：難i　 1｛aeta　 j1ユ：　te　m◎：　　tok二〇： zju：ka：
急に　　　　　変えた　　　と漂’って，　もう　　ところ中から

　　　（37）　（381
saete　wa　ria　eme　o：　taea
てられて，　ひど恥部に、　　逢ったよ。

zJa　ea
そうだよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　殉18一

e：　hi一
黛髪と　日

soio
　それを

s　eme　ko：一

責めた



c　N’　d’
@6’fii　ii　rrisig・　’

求f 潤E　t　o　s； 堰@’ 撃〟@a　：　’　’
梶@ak　u’　’獅撃堰@Nn’ x　nia　q　tb　ba　qkai　z」aL’

移．・．こ鞭㌧．役人に　．鯵肋？だ．
　　ga　mo　semeko：saetaga
　　カ㍉　　もう　　　費めつけられたよ。

A　ima　mukasino　ooc」a　no’ 唐奄狽?　moi　kaNsamano　’

　　今は　　　昔の　　　　　　　ようには　　なくて　　　　もう　　神様の

　　mac　ui　si　temo　ni　tv’　ve　Nna　zj　ll　：niN　baqkai　mu　ka　sja

　　pa　一・．して向．轡ま．　10入幽　 、齢
　　soNna　moNzj’a　na’kaqtac｝a・　・　’　，・
　　ぞんな，Sのでは　なか四．

C　nieijakana　moN　z’　．i’a’qtado：　ano　mikosio　kacuiin
　　にぎやか㌔　も◎だっ鳩、、、あの．榊を　轡’

　　de　ikuto　ju：to　sa：kino　naniga　zu：qto　／mwrao
　　で　　行くと　　いうと，　　先の　　　　何が　　　ずっと　　　村を

　　　　　　　　　　　　　　　　　封　．

　　hitomawari　mawaqte　kuq’to　」’uto　si：no　hewa
　　一一一逼り　　　　　　　　回わって　　　　来ると　　　言うと　　尻の　　　　方は

　　ma：　ra　ima　de　ta　to　1〈　oini　ar　u　．」　e：　na　ko　qd　e’　lwa　r’　ae’

．獣＿＝冷．蹴　ところ‘：　．あるような、こと割）ごく

　　ni　｛｝　ijakana　moN　zj　aq　ta　ganao
　　にぎやかな　　　　　　　もの　　　だったがね。

A　｝S　oNn　oko　te　wa　g’a　koea　doke　・oqd．　eka　zjai　jo　ima
　　ほんとに　　　　　　わが　　　子が　　　どこに　　おるの　　　だろうか，　　Ar

　　　　　　　　　　（40］・

　　huNko：sad－q　cjute　so：do：　suN　moNz」’　aqtaea
　　賜つけられる　と言って闘，する、ものだっ，舗，．，、．．引

　　imanaNda　mo：一・’“
　　’今などは　　　　　もう　……。

C　hoika：　rr｝ikosi＄amaea　sumuto　koN’da　hamade
　　そ塾から・、ダし榔．　勘と　含魏、浜で・

　　hamade　ba　i　ju：　te　beN　to：　hi　rai　．t　／e　nigi　jaka　ni

榊張り　と署って弁当を　開呼＿．欝かに
　　suN　moN　zjaqtaga　imaDora　Mo　sa・bisi：　moN・zjao
　　する　　もの　　だったが・　　　今ごろは　　　　もう　淋しV）　　　もの　だろう。
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A．！so　，：　So　・／u　t；　e・　tai　e／　d，o　q，　t－a　，i　s；　i　odok　j　a　jo　：　si　h　ame：

　　そうよ。　．．唄ったP　　　踊ったり，　　　．潮時は　　　　　良いし・　　浜へ

　　decjoqte　so：ro：　suN　rnQ，N，　izjaq・ta　uto：t．a・i　oro一‘
　　出ていて，　　　　騒動　　　　する　　もの　　だった。　　　唄ったり・　　．踊

　　qtai．toinafpoNwa　toi．namoN　wake－sja　wake－side
　　つたり，　　年寄りは　　　　　　年寄り，　　　　　着い者は　　　　　若い者で、

　　stc　．ioq，taga　・　・　，・　　あるものだったよ。

C　rnatana：　ano　gaqko：karaj’o　a：　keNsja　｝’aqta
　　又ね，　　　　　あのう　学際からさ，　　　　　　ああ　梨社　　　　　だった

　　mON　Z，iak：ara　 ZiNSjanO　kak二USikiOana：　SOide：
　　もの　　　だから　　　　神社の　　　　　　格式がね。　　　　　　　　それで

　　jakusima／zju：Bo　gaqko：ne　seitoffa　kuqdakedemo
　　屋久禽中の　　　　　　　　　　学校の　　　　　　生徒が　　　　　来るだけでも

　　，koa　na’NzeNniNte　jo．i　．ieqtaganao
　　こら，　何千人て　　　　　　　　寄り集まるものだったがね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働
A　，zjaqta　dokoi・z　」’．a　nakado
　　そうである．　　どころでは　　　　ないよQ

C　soi　jakara　nao　nigijakaqta・”一・．ima：　kono　koa
　　それ　　だから　　　なお　　にぎやかだった。　　　……　’今は　　　この　　　これ

　　s．i　u：seNpoka：　koqci　saqpai　」aqseNgote　naqt，　（4a2）”

　　終戦後から　　　　　　　こっち　　 さっぱり　　　駄昏に　　　　　　なつオζ，

　　wao
　　あなたね。

A　h’ 盾mnokoq　zja　wa：ne　ju：　gote　suqpai　m．o　naN｛｝a
　　ほんと　　　　　温　　 あんたの　　言う　とおり，　さっぱり　　　もう　何が

　　naNdega　z肇aijo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・ノ
　　何やら　，　　　だろうか。

C　koimo　ma　．naNtoka　site　．iaqpai　nieij，akani
　　これも　　まあ、何とか　　　　して・　　やはり　　　賑やかに

　．＄eNnja　／i，kaNte　jaoanao　neNn．i．，　iqdp　ku：．　hitocu一
　一しなければ　　いけなの　　だがね，　　　　年に　　　　．一度　　来る　　一つ
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A

c

A

no　gokurakudemo　aqto　jaka：　kono　simano　koq
の　　娯楽でも　　　　　　　　あるの　　だから　　　この　　　島の　　　　こと

　　　　（43）

z．iaeba　nigijakani　site　hitocu　iciNcidakeja：一
であれば　　　賑やかに　　　　　　　して　　　ひとつ　　　　一日だけは

ne：　」・　akusi　rn　2a　zj　u；　aso　bu　c」　u：　h　iRi　rnotoN　toi

ね，　　屋久鼠中　　　　　　　　　遊ぶ　　　という　　Hに，　　もとの通り

naosaNnja　ika鞠anao
薩：さなければ　　　　いけないね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4aj

zja：　dokoi　zja　naka　mul〈asa’　so：　otomomo
そうであるどころ　　じゃ　　ない。　　昔は　　　（書いまちうsい）　お伴も

site　huNko：sa：N　goto　a’曹狽≠?ａ　ima：」o　macuin」a
して　　　踏みつけられる　ように　　あった：が，　　今はね，　　　祭りには

z．iu：niNbaqkai　kite　ete　sosite　siba．ia　c．iueba
10人ばかり　　　　　　　来て　　おいて，そして　　　　芝居　　　　と需ったら

toko：zju　kaotai　innotai　beNto：　moqte　o：so：一
所じゅう　　　　背おった：り　　荷なったり　　弁当を　　　もって　　　大騒

ro：　re　si　te　saikuga　i　．g　eN　naq　cojaekai　a　］’　a
動　　　　（言いまちがい）歩くが，　　　どんなに　なるのだろうか　　　　　あれは。

　　　　　　して

soiea　aqpai　jakusimaiio　imane　gorakud’ ?　gora一
それが　　　やはり　　　屡久鶴の　　　　　　　今の　　　娯楽で，　　　　　娯楽

kuno　su　1〈　unai　to　koi　zja　moN　z　s’　ak　a：　soi　ici　ne一
の　　　　少ない　　　　　ところ　　な　　もの　　　だから，　　それを　一年

Nni　iqdo　ta　no　simi　de　miNBa　hata　1〈　u　moN　z　」’　a　k．a：
に　　　一一一　er　　　楽しみで，　　　　　みんな　　　働く　　　　もの　　だから，

soide　nao　soreN　aqtojo
それで　　　　なお　　そんなに　　あるのよ。

N　n　」’　a　s　o　．i　a　s　o　i　z　j　c3　t・　o　j　a　b　ta　q　c　i　k　a　N　s　a　m　an　j　a　om　a　i　r　a

いや，　　　それは　　それ　　なんだ　　　けれど，　　　　神様には　　　　　お参りは

seNzi　oqte　sono　beNtobaqkai　moqte　sibaibai 曹汲≠

しないで　　いて，　　その　　　弁当ばかり　　　　　持って，　　芝居ばかり

miqtoga　kini　kuwaNto．io　oja
見るのが　　　　気に　　　喰わないのよ，　　　わたしや。

　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　21一



C　zja　z」a：　z　」’　a：　so｛　e’　a’　’ 唐盾氏@htopa’　aqd　o’　hoik　a：　」’　o：

　　そうだ，　そうだ，　そうだ。　それが　　　そんなのが　　　　あるぞ。　　それからよ』う，

　　mata：　kaNsaMa：　seqcinoke　’sicjoo’i　te　hosite
　　又　　　　　神様は　　　　　そっちのけ　　　　　しておいて　　　　そして

三門・潔醗藷、藻幅1騨剛瀦・一

泡lao（聖；ま。）z讃Nde呈1、膿s∫an’畷謀鼠

　　na：N　cu．te　soa　ma　keN．kao　sitaihitel　mata　hute：’
　　ならないと言って，そらまあ暖嘩を　したりして。　又大きい

　　sibaio　」oi　’ia，ri’」oq．taWa　z’eNno　iqt’o：

　　芝居を　　　　よく　　やる　　ものだったわい・　銭が　　　　要るのを。

A黙kasa　h、鼎…e’（q貌七三｝♂脚ra・・q…響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　moN　zjaqtaea’
　　もの　　だったよ。

C　a　fi　6　c　」u：　s　i　N’　o　u．raN　t　ok’」　a　6m’　i：　tl　a’　．c　」’　（lg］’　3’q’p　eN　oth　i’　54S）

　　あのう　忠臣蔵の　　　　　　　　ときは　　　あんた達は，　　　一つぺん　　あんたは，

　　一““i　aN　z」　a　na　k’a　qt　ak　e’　：’　a’n　’o　ok　ar　tika　na　｝i　’k　ad’e　deta’

　　何では　　　　なかったかい。　　　あのう　おかるか　　　なにふで　　　拙た

　　kotoga　a」a　s6・N　zjaqta’ke　’i　：
　　ことが　　　　ありは　　しな　　かったかい。

　　　　　　　　　　働

A．，zj’aqtaro　okaruni　oimo．io
　　そうだったよ。　　おかるに　　　私もよ。

C　e：　oimojo　iqdo　a：e：　iqkwaN　tosi　jaqtakaine：
　　ええ。私も：ね，　　　一度　（言いよどみ）　いくらの　　　年　　　だったかいね。

　　zj　u：　ha　’6　’i　Ntosi　｝　a　q’t　al　k’　ia　i’　mo　’　ij　6Nz　li　u：　n’a　NneN　naqdo　：’

　　　｝sg年　　　だったかい・もう4僻｝r　　塗るよ・

　　a：　imano　seNboNzakurano　ane：　ha：　naNcju：tokai
　　ああ　　今の　　　　　千本桜の　　　　　　　　　あのう　　ほれ　　何というのかい。

　　　susijanodaN　ai’・，1．i　aralsaetene：　aza」”a　akah，azi
　　すし量の段　　　　　あれを　やらされてね，　　　　ひどく　　　赤蹴
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c

ke：ta　ko宅omo　aN碧a
かいた　　　ことも　　　あるよ。

　　　　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　ロ

e：．　SUSlja】ほO　al　Z3arO
ええ，　すし屋の　　　あれ　だろう。

osato　 osato
お里。　　　お里。

osatO　jar◎
お里　　　　だろう。

　ぼ　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Z3a・「o　zja：ro　・　　　　　、．、
そうだろう。　そうだろう。

…… yIOZU　Z．iaqtaga　harja　ZjOZU　Zjaqtapa　OimO
　　上手　　　　だったよ。　　　ほら　　　上手　　　 だったよ。、　私も

wa”’”
あんた…。

wataSln◎nawa　OSatOt◎mO：βU．　CjUtena：
「私の　　　　　名は　　　お里と　　　　　肉す」　　　といってね。

…………… @笑い　　　　　：

　鯉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　omoid．aketajam。N　zjaqtaea（笑い）om◎idaketa
そうであるもの　だったよ。　　　　　　思い出した。　　　　　　思い出した。

oirPo　waza董ka　naNn母N　mae　j．P、qtaka　Ndamo　 uto一一

私も　　　　ずいぶん　　　　何年　　　　前　　　だったか　　　わしも　　　唄

waNn歪a　sunユaN’Zi　bute：ni　agaqte　UtQ童kata　jaq一
わなければ　　　ならなくて　　　舞台に　　　　　上がって，　　唄うもの　　　　　だっ

ta　 重ok至・ni・。畢．。●“　　　　　　　．，

た　　　時に　　　　……。

ha　zjao　zja◎　uta　cjueba　osミoba　wa：　wa：zai
肪そうだろ・そう筋う・唄　と言旋ら・軋継んあんた・ひどく．

m，uka・sikai　koeno　e：、、ona｛〕◎　jaqtaga　hitocu
昔から　　声の　よい女　 だったが，　ひとつ’．

ut◎：te　ku　kikaseNkai　mo　naひ。　kikaNga　ano：
瞬って　　　（書いさし）　閣かせんかい。　　　もう　　永く　　　聞かないよ。　　あのう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一¢3一



　　soa　nagono　boNoroino．io　ano：　cleNcuboodoi－N
　　そら　（震いまちがい）　盆踊りのね，　　　　　あのう　　銭壷踊りの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5C）

　　tokoi　hitocu　hitohusi　kikag．ite　kui．iaNkai
　　ところ，　　一つ　　　　ひと節　　　　　聞かせて　　　　くれなさらんかい。

iF￥L　deNcubooroikaia
　　銭壷踊りカi；ねo

C　jo：
　　うん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（51）

A　aja　oja　kiBomo　ototemo　uto：taua　oja　mo　clae一
　　私は、（言いよどみ）昨日も　　　一昨日も　　　　配ったよ。　　　　私は　　もう　疲

　　c　．i　oN　gane：

　　れているんだがね。

v””　1i　i　t　o　h　u　s　i　i　0

　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　
ぴ

　　ひと節さ。

．“IX　hokano　utademo　uto：kai　hoNna
　　外の　　　　　唄でも　　　　　唄おうかい，　　それなら。

C　io：　hoka｝i　utademo　naiNderrio　e：ga　hitohusi
　　うん。　外の　　　唄でも　　　　何でも　　　　よいよ。　ひと節

　　kikase
　　聞かせい。

A　na　N－n．io　utoeba　jokakaine：
　　何を　　　　　　唄えば　　　　　よいかいなあ。

C　naNder【き◎　蓄okaro
　　何でも　　　　　よいよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（52）
agX　sa：　hoNna　1〈asaodoidemo　utote　rnijoka．iB’d
　　さあ，　ほうなら　　笠踊りでも　　　　　　　唄って　　　見ようかいなあ。

C　e　sohite　sohite　kuijaNkai　kasaodoi　wasueta一
　　吏．｝？．，そして　　　　（言いよどみ）　　おくれんかい。　　　　笠踊り　　　　　　　忘れた

　　tonara　deNcubo　ano　kotosja　mijakokarademo
　　のなら　　　　銭壷　　　　あのう　「ことしゃ　　　都から」でも

　　e：ianaikai
　　いいではないかい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・i

AS・iZja　ne：k・t・S　．iami：jak◎kara　SaqSa　daik・一
　　それではね　唄「ことし・　都から1　　　サγサ　燃
　　k。，am。。。・。．：t・q、∫。n。　e：bi，usam。P、。w。t。1・j・

　　様の　　　弟じ・うの　　えびす櫛　　、焦り　じ・」

C　 a：　　makotokana
　合の手「ああ　　まことかな」

A　a：　mak：o：t◎de：　90ra：ru　owataii　nasarete　kui一
　　唄「ああまことで　　　　　ござる　　　　お渡り　　　　なされて，　　　杭

　　，e，W＞，。m、i、。、。1讐。、mi。e甲

　　瀬と　　　二河の　　　　　　　おおみぜい」．

（）　 torasjoto　（蚤）葺areba　tor◎　toro　torojo
　　合の手薩らせうと　　　言いやれば．　　　トロ　　　トロ　　　トロよ」

A　to：reba　icima：NhaqseN　toria寒」◎medetaina
　　唄「獲れば　　　　　1：万8千　　　　　　　　　　到り揚げう。　　　めでたいな」

C　o：ija　do：qk◎i
　　合の手rおおいや　 どっこい」

A　Sa：ba：mO　CU：re　CU：re　S．a：ICi：ma：鞠O：SeN
　　唄「鯖も　　　　　　釣れ　　　　　釣れ　　　　サー　　　　1：万5千

　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　S］a・rejo
　　シヤレヨ」

C　 o＝ija　　do：qkoi　jaqpa．i　koa：
　　合の手1聡おいやどっこい」　　やはり　　　これは。

A　Sa：maga　hUneSa：e　Sa：　tO：reba　jOi　圭rOSja：re
　　唄「きまが　　　船さ髪．　　　　さあ　　獲れば　　　　よい。　イロシャーレ

　　　の　　　　　　　　ロ　　　　　や　　　　　　　　ロ　　　　 ロ

　　e。　Sja・re）o・
　　十一　　シャーレヨー」

C　ha　waqzai　nus3h　to：sja．toqtemo　mukasin◎
　　はあ・ひどく　溜ポ　年は　　と・ても　　昔の

　　・3・・h・　・in・k・eコ・・p・i・i・タ・・国・」・…

　　’8の　　声　やは？　吟畑・晦，
A讃a三園eNdo：（CぎんN）繍ga密ぞuket響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一25一



c

hita：　ma：raru
舌は　　　回らず1、『

In　O、　to：SImo
　く
もう　　年も

　　　　。　　（5箆
roqcj　oiqt　．q　：
とっている人は

koemo　otetakato　omo一
声も　　　　落ちたかと　　　　　思、

cjoeba　jaqpaj　zjoqzjawai
っていると，　　やっぱり　　　上手だわい。

　　4．海　の　遭　難
ぐ・　　　　tl

録音職時　1967年7月19H

鯖噺離滞訊手①）郎等

誕し手

　（略号）

　　c

　　D

（氏　名）　（性別）

岩ノ1偵次．．．男

渡辺好助　　男

（生　　年）

：明治39年生’

　〃25年生

（職業）

商業・

無職

（居　　tt・　t住　　・　歴）

　　　既．　出

～36才（在郷）37～38才（大阪市）

39才～現在（在郷）

解説：　宮三三の町外れの高地に居住するDをCが訪ねたが，自の下に眺める凪の海のこ，とから，

肺晒2・年冬汰戯（・・ト沙とV・う棘をつん翻・隊し礪鴨へ渡ろうとした
とき，凪であった海が勿ち挙節風に襲お九大隅半農の佐多岬で進難して九死に一一一ts一を得た体験

をつぶさに語る。

C　josisukeozi　owa　hi　sasibui　oja　jaqte　kita．D，a
　　好助さん，　　　　　　私は．　久しぶりに　　　　私は　　やって　　来たよ6一

cjanomlnl
茶飲みに

D　sa：　sa
　　さあ　　さあ

i　kitaga　mukasidepeo
　　来たよ，　　　昔でも

　　　（鴉）

do：zo　，agg）aci．　kge，．rp，o
どうぞ　　　上がって　　　’呉れ。もう

一26一

kataroto　omote
語ろうと　　　　　『思？て。

kokowa　suzusu一
此麺は　　　涼しtt



　　si　te　ko　wa　e：　wai
　　くて　　　こりや　　よいわい。　　　　　’

C　II．iL　．a一　i　q：　，S　．iO　bi　Nmo　s．　a．　一g　q　te　kitaso　」ag　a　．：　d．　．a　ik　．q，　b．　a一

　　まあ．プでも　　さげて　来たのだが・　　誰・・♂ン導∫
　　　　（59＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6e）

よ蕊天ξ’mo緊甥N・S詩1。t・　a　，　n，，i剛気提ξ呈ゆ・91機，耽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（61）　‘’
巻撚le愚論8・9・a．（碁踏・惣搬∵、・蹴・：・一t

D即繋mo・羅：’・温沖1・0脆翻・％ee・to’

　　itate　misoRi　nite　kutemo　ero：
　　行って，　　味噌に　　　　煮て　．　食っても　　よいそ。

C　！：．t．　〈？　：．　11　．n．　e　！〈　g　t．f），　ii｛｝．．a．　．t　a　．pma　m：　e　i　n，　，o　．e．　．：　kLo，　t　o　1〈．　Lo．　．w　a．　k．．，E｝　．z　ea

　　ほんとだ・一　1勲　凪の　　よいこと・三助は　聯

・賜罫ok颪ze・確搬聡e．瓢a趨磁a矧a：黙ll

　　l－91u〈　g．i　ne，：，　．

　　だろうかね◎

　　　　　　　　　　　　（62）

D翻a圭蔽e．de楊0蹴至冠ほこe」a・

C蕪ja齋si・：．藷10融『・断熱∵裁糠i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（63）
P　！｛　g　．e　N　hHi．　．i　a　4．　g．　，1？．　a　i　o．．．，fi”．｝．i2b．．fra　一i　k　a　（　．z　．）　e　d　e　Lk　p）nf．　a　，　n．ma　D　i　z．　ti　a

　　こんな　　臼は　　やばり　　　西爾の風で　　　　　　　これは　　租　　1だ。

C　s”o．．￥gN　1．．．e．．b．ai　／L．e．，fi．i．ozi，a．n．．　．oor，tp一．i．’．，．s．Aeimaruno　｝qlieN一’

　　そう：，、：言燃　磯さん　1岬う1大戯の　、　一件一・

／」，a．．蟹ah超a・協￥説蹴to・ka：．

D　c3　」　9．　，1　？“　s2’　一〇　：Wa．　nni．Z　IY　n．　1，　Pl．n　ineN　ziag　P．a　．k　ai　ne：

　　あれは．．髄．締　　20、（諭し）2年　だったかいね・

C　nineN　zjaqtakai　hae　moN　zjane：
　　2年　　　　だったかい◎．　．軍い　もの　　だね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一27　一



　　c　」’　o：　do　rna　tei　seN　to：zi　jaqtaea　zj　u：　fiieacuno
　　丁度、　　麟・騨．，．；．当時　だ・たが・　12月の

　　ziu：hicinicino　baNni　sorekusa　biro：N　biroC6N4）

　　17Hの　　．　，晩｝r　それこそ　　ビロン　　ビロン
　　sita　wa：　agai’bken（6g）　navino　hi　」aqta　tokoie5

　　した　あんた，西部り、ρ離の凪の　　Rだ礁、、：と9ろが

　　soini　wa：　neqka：　ku：sju：go　ja　moN　”zjakara
　　それに　あんた，みんな　空鰍　　 ．だもの∴煙ら・

　　hunewa　nasi　mo　sa：　tozecusi　ko：kaiwa　tozecu
　　舳ま　　なし・　もうそれは・杜絶し　　繭は　、　醗

　　sicjoqta　tol〈oijo　soini　taiseimaruwa　suinio
　、．していた　　　　　ところよ。　　．それに　　　大成丸は　　　　　　　　　炭を

　　ro　qpj　aqp　」’　Q：　cuN　de　ka　ij　e　si　ma　iki　ja　cju：　moN

　　600俵　　　　　　　穫んで　　　鹿児晶　　　　　行き　だと　言う　　もの

　　zjakara　miNincftno－siga　rna　biNzjo：　site　nori一
　　だから　　　　　みんなの打中が　　　　　　　まあ　　便乗　　　　　　して　　　乗り

　　koNde　zeptibu　okiakusaNto　seNiNto　site　ha6i一”’
　　こんで・　全部　　お察んと　　　船頭，‘．して　即

　　zju：naNmei　jaqtaro　gocjo　aNea　soihi　wa；
　　逸名　　、　だ・たろうはうに　あるが・そ纏．あんた・．

　　cj’o：do　goeono　．i　ozigoro　）’aqtaga　mi　」’aNurao
　　丁度　　午働　　塒ごろ　　だ・蝋．宮之灘

　　dete　bi　ro　：N　bi　ro　：N　si　ta　ma　na　9i　」’　aq　ta　ga
　　出て　　　ビロン　　　　ビロン　　　　した　　まあ　 凪　　　 だったが，

　　cjo：d，e　takesiman（ee6　keNBi　nisaNzil〈aN　hasiqte
　　丁度　　　　　竹島の　　　　　　　　辺に　　　2，3時間　　　　　　　走って，

　　takesimahukiigni　ita　tokoini　cJ’o：　wa　nisikara
　　膿付近に　　　　行・たところに，　穫あんた・Xから．．
　　o：　vumo　va　a’　ij　’aqte　mo：　e：　ag　ari　v（6g）　si　ta　to　ja

　　大雲が　　　　　　上がって～　　もう　　大あがりが　　　　　したの　　　　だ。

（］　e：　Waqze：kaqcuo’・一一・　kimooa　cubuNgoto　naqtao
　　ええ，　おそろしかったろう　　……　肝が　　　　つぶれるように　　　なったろう。
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D婁島RO識螺，’泌oc鍵s・“、，．cと劉鍔婁霧・1瀦i草・：r

賜よU「i麓01掲∵翻∴1‘∴：wa孟（r．贔》S躍．∵・・

　　ma　iqs　」’　o：keNm　ei　kikai　wa　ma：　qt　e　satanomis，a　lci一
　　まあ　　’一’FE，懸命　　　　　　　　機械は　　　　回わって　　　佐多の岬

　　ni　rpy　！｛　，e　te　￥i4　hesi　qc　jeq　ta　to　：to：　sono　kazetoi
　　に　　向けて　　　　まあ　　走っていた：。　　　　　とうと〉　　　その　　風と

　　namine　．tameni：　wa：　tomono　ho：karc　e：，“iheN
　　波の．　．　　ために　　　　あんた，　船尾の　　　　方から，　　　ええ．と，　ニへん

竈am’o膿　（C瓢「a）器iらte温t£抵

C・・n・・］ni　Ne・鞠・…　1・　・3ci・ju：・iNm◎n・（｝Cj・qtρ一
　　そんなに　　人閲が　　　　　それ　80入も　　　　　　　　乗っていた

　　toni　na‘mi　suql〈a：ket（6g）　mizubuneni　paqtat．okai
　　のに，　　波が　　　　ぶちかけて　　　　　水船に　　．　　　　なったのかい。．

D　ko：ho：no　buneja　．tomo：　u．．miN　nakae　cu．q．｝〈i，o．／N，．de
　　後方の　　　　　　船は　　　　　船尾を、　　海の　　　中に　　　　突きこん十C’「　　　．

　　農皇mika〕：n£黙ぞ，ete．逡げ。　t踏♂．◎鷲：，泌n％罫壌τ

潔潔愚二ZokOn． ，「S計潔・q．ta』Q撫㍑隷∵圭ga・・穿｝

　　rp．eio　agete・　一〇：＄awapini　naqte　oja　ma　．kaNpaN，ni
　　鳴を　　　上げて　　　大騒ぎに　　　　　　なって。　　私は　　まあ　　甲板1ζ

　　no　（｝　c，s’　／o　q　t・　a，　．rrk　Q　｝g．　i，　z　｝’　ak　ar　a　s　o　s　i　te　h．　）’　e　q　£，o　一h・e　，」　，ak　a：

　　乗っていた　　　　　もの　．：だから・　　　　そして　　　　ひょっと　　　三十冷ら

　　tobidasite　pai．ta　ip　i．ta・t　okoi　」．a　：so，　：．sita　，，．1，0kio．；．　iJa

　　駕凱て　　厭・　fikk　eう　だ・そした　，．とこ醐

　　m・w・：9・q・・i．．h叩ej・恥・ki・1・　a　im・…酬多i坤ρ．
　　まあ　あんた，　全く　　　　　船は　　　　　まあ　　機械も　　　　　エンジ1著も．：，、i

　　mi：Nna　rno　hiqtomaqte　umiN　nak・ae　ko．pa・kadaci一
　　みんな　もう止ま・て・　　海の　靴．このように．遡ち「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一29一



　　ni　naqte◎moteno　ho一・・
　　に　なって　　表の　　　方……。

Cゴ r・・it・・m恥．． n繭na・ni・。k、maet。・・．．t。・Uk、q一：
　　そして　　　　あなたは　　何に　　　　（熟、よどみ）　掴まって　　　　　　．助かっ

　　tatatoka
　　たのか。

D・・b」．・m・・6姦の．an・n・」・…・ha・呈．．fa・圭・iq一

　　うを・．繍もう，や．屋根の　箇’よどみ）柱に　　じつ
　　　　　　　　　ロげ　　t。、。k、m。む。　m。　hi’t。ik、1，ま、」。qt、　t。k。，。P。

　　と　　　禰まって　　　　　まあ　　一息　　　　　　　していた　　　　　ところが，

．．

a∴。。6ぎ1＿。・蜘。・m。．U．，ik。w、，。，，，。　m。

　　又その屋根も全部．’．もううち壊されて，　もう
　　m。q温h∴。あ擁。。．⇒、・痴ピ。邑過，ジZi。．　m。。．，1、k、，a

　　全く　　　　　　　その　　　船が　　　　　木船　　　　　だ　　　もの　　　だから，

廉認蜘…職・・’二寒1翻a・・：k・総論

　　6。1、lil　’［o’9）．。論「め姦．1．．：n、6．，。．・、6痂，　d。、。、k、・k。、．

　　方法も　　　　ない　　　ように　　なって，　　今度は．　　どうにか　　　t　ttこ

黙・・．t毛・・麗究1卿1・ム幅2伽・・繍妻鍵1織・事et

　　・q・・……・・lc擁・b・…．1・・’・・’q．4、・m・血・・…k・一

　　いた　　　　ところが，　　　　つい　　その　　　　ブジヅジも　　　　もう　打ち．

　　W・・…t・．幽・…面・’・・ac・・：」・・．n・・曜・・．

　　壊されて，　　　　みんなの　　　　もう　　80記名の

黙・i・e・憲1・：・：留． ｨi．ゴ・．蜜・・i「f・1　i：・C媚・…

老i』圏

ﾄ門魔a6謝t尋脚叫鵡・⑫」謝・・

　　1．暴富…A・繭1・三三セ獣…a囎　 ．［∴．　tt

Cmaqkuraja溢kざ；、∫
　　まっくら闇かい。
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D　ma　qk　uraj　ami　」’　aqtate　jo
　　まっくら騰　　　　　　　　だったのよ。

C　sa　iqs　uN　saki　ir」．o　mi　eN　toja
　　さあ，　一一寸　　　先も　　　　髭えないのかい。　　　　　　　　　　：

D　o：　m．i．　e．N　tojo　so　ig　a…　｝pva　：　，　＄g　tam　is　aki　」4　ma　to：　一一

　　織見えないのよ・そ鋤ゴ憐輪佐多㈱　1．’1まあ燈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9］｝

　　d・加・・m・．・・ik・・：t…　1鱒。n・k・t・．」・
　　台も　もううち鰍て・　なん燭．1．舳のよ・．「：．．’・’，』

C　sehi　so：de
　　戦争で？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．i’

b　a：
　　ああ。

C　ha：　ha：
　　はあQ　　はあ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’旨　　．．　　　　　　　　　　”』』

D　so　：si　te　mo　sa：　dokoea　naN　ja　ra　taf　u．kebunemo
　　そして　　　　　もう　さあ　　どこが　　　　．．傭やら，，　　　助け船も　　　　’

鶏下“t総e　瓢11d議屠siN．翻lmo思呈、：窟

為ec旦鴇乞∵s’響£：1，曳型t讐：讐響dede

　　a．gcumei　z．」，ato　ommo一．：　te　lng　a．，．！gi．iAy．a一．1．“．ecj，a　o．q．ta

　　齢　　だと　思って・もうあきらめては　堕＝

㍑ke紫。瓢留。閃・．．　　　　．・，

C　ak　i．　r，　，a　pe　eki　；．　eq　naqtakaja

　　　　　　　毒きらめきれたのかい。

D　mo　sa：　s　umino　uei　noq　cjoru　re　一N　cj　u：　cj　uw　a

　　もうさあ　炭の　上に　乗・て唖．榊　　と勧のは・

蹴無難iN聖「a’饗。搬kげtaNn∵睾a，・z巻慰。

　　畿巷an◎．紫．懲ta職？’撃二n趨8、辞e∴『・．潔：1：”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一31　一



tena：
てね。

kocl・oma：nocjQraN　z’　jaqドtaka
子どもは　　　　乗って　・　　　いなかっだか。

思9k零鐙owa鵠懸㌍manO．騨も。」』U：1rp　o、．響u”

saN　oqtato1σ．　　　：
山　　　いたのだよ。　　　　　　　　　唱

　　　の　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

黛oalnage鍛e・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
かわいそうにね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬

rOkUniN　kOdOmOmO　aR◎：　iqSO：nOne：sa云tO：
6人の　　　　　子どもも　　　　　あのう　　一湊のね，　　　　　　斉藤

C｛口：　hitoBo　aN　m纂SU拐eDaNka　k：0：　karU：tamam謎
という　　人の　　　あのう　むすめなんか　　　　　子を　　背黙うったまま

k・af。d。。」awa・・ka，。d。、．・・a・瞬，。・k．。，ed。1。禦・a曲。。一

ぐi舞いまちがい）　親は　　　　　体｝ま　　　　　　　揚る三みたけれども，　　　　　　　翌

　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
‘e・・a：』‘：s◎’Nk・w．a　Rukete・rr胡ta・a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O：b翌dake　 ta一
朝は　　その　　子は　　　ぬけて　　　いないのだよ，　　帯だけ　　　　た‘

sukigak． ?ｎｉ　si』 狽?・一・・a：”
すきがけに　　　　　して，

…… @．miNnきde　iqkwabaqka玉　層s至Ndatoke
…… @みんなで　　　　いくらばかり　　　　　　死んだのかい。

cjo：ro　joNzju：joniNbaqkai　siNdato3◎na：
丁度　　　　　44人ばかり　　　　　　　　　　　　死ん澄のだね。

よ§」㍉e：　黛暴馨ei　」邊集陰nat　　　‘’　　　　　：　・』「　』　．…』’

・。、、｛、。、a・噸讐、。i。。」。、。、、a、6、1、、d」。，、。

半分　　　　　　半残　　　　　それが　　　翌朝　　　　　　今渡：は．1　　丁度

・・a・rt・ku・f　9・・eN　ku・i」・qt・ka．づ・kuarρ・・
朝の　　　　　9臨　　　午前　　　　　9時　　　　だったか，　　　　翌朝の。

　　　　　　　　　　　　　　　（7？

毒あan6．闘錨～kini『動画iod『．．選腿轟呈轡f合．te

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－32一



e

、◎：ぎit。。，ik。。。、。n。　h。t、d。。：、」。：b。：9ttmig、
そして @あそこの1．勿　岸辺で’鰍消灘ヨ．

kjU：Sai　site　kUrete　SO：S重tema：Ci：saka
救済　　　して　くれて・　そして　　莇　整い

kOb雛neO　daSi£ena：　S◎：Site　ma　SOini　ma．h疑ta一
柵を　＿晒てね・　　そして＿師そ粋に　まあ瓢
riZUCUZU（cu）　nosite　y；akQ．bi　kata　ja　 圭kill◎k◎r董0

ずつ　．（謀’まちがい）乗せて　　運ぶ　　嫉だ　生き脚を・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
mO　sON　tOkijamO　SOra　nemuSaea　C　UZ　Uk　ab］tOjO一
もうその蹴　　，もうそ輝騰が．　　撫ら瀧いよ
嘉ご：

　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

so　netara　warlte　jaq　CIUne：
そう。　霧たら　　　悪いの　　　　だ　　と言うね。

ha：mo雛aqtaku　soa　mo　9◎taimo　kanawaNjara
はあ　　もう　全く　　　　　　それは　もう　五体も　　　　　洗わないやら，．

hikiaOete　moro：te　至qta　tokorG§a　okani・sono
引き上げて @貰弧　一行ったとこ『が．．騨　や．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（80
mokutaNo　tai重ena：　・．c3aNto　mata　（de）．mu．ru　jo：一
繊を @　焚いてね　ちゃんと　また　郷　＿よう
ni　sikuNde　aqte　sok◎ni．ma　sono　sju：jo：・
に　　準備して　　　あって，　そこに　　　　まあ　その　　　収容

　　　　　　　　　　　　　　　鋤
seraretakeredomo
せられたけれども

、。N　t。ki　ikeN　zjaqtake　a：ta・ukaq． 狽≠煤E・m・一

そのときどんな猷 ?　ああ助かったと　　思
tak：ala
つたかい。

ha：　mo：　naNMo　kaNmo　nemusat◎na：
はあもう・何も @かも　眠さとね・，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

a’．　．nemusare
ああ・ C騰で・ @　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一一



：・）　gotaiga　mo　kos］’a　kanawar　sojo
　　五体が　　　　　もう　腰は　　　　かなわないのよ。

C　naruhQdo
　　なるほど。

，1］）　mo　：　jo　lg　o　（i）　n　aJ　’q　t　amama　nai　si　，t　．e　so　si　te　vv’a

　　もう　　横に　　　　な．つたまま　　　　なに　して，　　そして　　　あんた，．

　　ahi．kono　seineNne－siga　ma　・iroNna，　ma　sono　ki一
　　あそごの　　　　青年の遵中力～　　　　　まあ　いろんな　　　まあ　その　　　着

　　monoo　moqte　kite　kisete　kurete　ma　so＄ite
　　物を　　　もって　　　来て，　　着せて　　　 くれて　　　まあ　そして

　　ipa　1〈　ai　uno　！niz　u’　mi　ta　．i　on　a．　ka　．i　tt　o．　sus　uq　te　so：　一一

　　まあ　粥の　　　　　水　　　　みたような　　　　薦を　　　　すすって、　　　そ

．寵艘£’∴1、？う：とtう0：繋巖瀧aqta顎ナke．j農乱雲競a：．

．（『㊧濃ra饗◎罫欝ak零崖・呈響iCuΨ

　　go　”kubiziql〈eN　zja　cutena：’・ahi・k’o”，o　sata，no．
　　の　　　首実見　　　　　　　だ　　　と言ってね，　　あそこの　　　　佐多の

　　cju：zaisjokara　asidomee　seraete，so：site．　mo
　　駐在所から　　　　　　　　足留めを　　　　せられて，　　　そして　　　もう

　　sitaiDa　zu．：qto　aqpai　＄o｝4　’mo　uite　agaqte
　　死体が　　　　　ずっと　　　やはり　　その　　もう　浮いて　　上がって　tt

　　　．　一　一．　’　．t　．　（ut　　　　　　　　　ok　ie　na　｛）　ae　te　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ikut　okoni6　・　sono　a・qto　」’　a－　　kitari
　　来たり，　　　沖を　　　流れで　　　　行くのも　　　　　『その　　あるのだ

　　kedomo　siketoru　moN　zjakara　saomo　todokaNsi
　　けれど，　　　　蒋化している　　　もの　　だから，　　　　樟も　　　　　とどか．ないし

　　hu　ft　emo　de　’r　’a’　’r　ie　N’si　si　te　mi　naD　a，ra　．　s’　aq　t．a　t　ppa：　：．

　　舟も　　　　出ないし　　　　　して，　　晃ながら　　　需．だったのさ。

　　mO：ONnanザSla：mO　kami　mo　jaNb・arani　tOkete、
　　もう　　女の連中は　　　　　　もう　髪も　　　　　ばらばらに　　　　解けL（，

　　so：site　ino：　hjoro：N　hjoro：N　ul〈isizumi　site
　　そして　　　　もう　　　ヒョロン　　　ヒョロン　　　　浮き沈み　　　　　して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　34　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢



　　iku　suucata　cj’awa　hoNtoni　mo　kawaisona　moN
　　行く　　　姿　　　　　　と琶うは、　ほんとに　　　もう　可哀そうな　　　　もの，

　　zj’aqtatona
　　だったのよ』

C　mo　kono　」’　ono　一・一・　ikizieoku　］’　aqtatoj　ana
　　もう　この　　　世の　　　　　生き地獄　　　　　　だったのだなあ。

D　ha：
　　はあ。

C　ha
　　はあ。

D　mo　wasimo　aN　toki　sineba　kora　ima：　mo：
　　もう　私も　　　　あの　時　　　死ねば　　　ほれ　　　今は　　もう

　　zju：hicineNkino　neNkimacuimo（笑い）heq　site　mo－
　　17年忌の　　　　　　　　年忌祭も　　　　　　　　　（せき）　して　　貰

　　roc　」’　oq　to　ki　．i　aro　to　moc　］’，　oq　toki　」’　ao　to　omocjo”
　　っている　　　とき　　　だろうと　　　患っている　　とき　　　だろうと　　思っている

　　q　tok◎i　Zja　　（笑い）
　　　　ところ　　　だ。

e　ma　soia　kio：wa　soa　mo　e：　tel〈oini　miharasino
　　象あ　それ，　　今露は　　　　それ　もう　良い　　所に　　　　　見晴しの

　　e：　tokoini　e：　beqso：demo　cukuqte　zj’u：hicineN
　　良い　ところに　　　よい　別荘でも　　　　　　造って。　　　　17年

　　ta　te　ba　．i　ononak　a：　e：　si　Nda　hi　to　iki　qta　hifo
　　立てば　　　　世の中は，　　　　ええ　死んだ　　人　　　　生き残った　　人

　　kawaqta　moN　（D　N：）　zjaowai　soa　kjowa　rna
　　変わった　　　　もの　　　うん　　　　だろうわい。　　ほれ　　今日は　　まあ

　　uNto　iqsjo　moqte　kitaka：　nomovvai
　　うんと　　一升　　　もって　　　来たから　　　飲もうわい。

］［）　hoNnokote　mo　ko　a：　mo　eNmano　cj　o：　ine　i“　n　］’　a　do一
　　ほんとだ。　　　　　もう　こりや　　もう　闘魔の　　　　帳面には　　　　　　　ど

　　hite　bi　mo　ak　as　eNno　bi：　te　mo：　zjos　eki　na　qc　）’　o一
　　うしても　　もう　　赤線を　　　　　引いて　　　もう　　除籍に　　　　　なって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　35　一　・



qN　m．　oN　zj　ca　o　gO　to
いる　もの　　だろう　　ように

　　　ロ　　リ

ara　1　㎜0
あるわい。もう

圭qtokメa
暫らくは

㌧
‘

飽
でa

は

　
と
．
，
こ

n
ぬ

．
馴
死

Nme……（笑い）
きまい……。

C　・一一・ma　soN　tokoide　hitocu　kjowa　iqpai　nomo
　　　　まあ　．その　　ところで，　　ひとつ　　　　今日は　　一杯　　　飲もう。

D　hai
　　はいe

C　a：
　　ああ。
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注

1
2
3
4
（51

ハ
◎
7
6
◎

｛9］

（1ひ

al）

3
紛
螢
3
岱
鱒
鱒
射
＠
η
2

q
α
廷
α
α
α
α
但
＠
＠
⑦

〔p．6）　摩久蔑電気興業会社をいう。

〔P．6）　mo恥0は方言の文末勒詞「ものを」の意』

〔p．6〕　地区の名。

〔p．6）　地区の名。waqdaは語原は脇田であるかも知れないが，脇睡のことを書う。た

だしwaqkaのようにひびく。

〔p．7〕　　deka　は不確かの意の助詞｝ほぼ「やら」に当たるカ～あとに推鍛体の文がっ

つく。オソデカジャイ翼オランデカジャイヨ（いるやら（だろう）いないやら（だろう〉）。
　　　　　ww　　　噸ハ西ノrゾへ　　　　　　　　　　t闇4　　げρv7〆”VVdeJVVA

ジャイヨは「ぢやるらう」から転じた：

〔P．7〕　c砲0：te量kvのiがおちた形）

（p．7〕　　zきaru十wa藍（じゃる十わい）

〔p，8）　noritoraNの謬り。動詞蓮用形に「取る」がっくと，動詞の完了・完済を示

す。

〔p。8〕　　sju：sibaqcirnoのようにひびく。（話し手の歯のぐあいに由るか）．。

cju：baqcimoあるいはclba　qc　imoのいずれかで十分。頭のcju：一を生かすカN

腹の一ci一を生かすか。

〔p．8〕　　jao　ikaN　は簡単に行かない。軽く扱われない。大したものだの意。

〔P．8）　大いにたいしたものだ。　「何々どころかい，何々どころではない」という表現形

xftは，閣いに対して，むろんそうだと肯定するときによく用いられる。

（p．　8）

（p．9）

（p．9）

（p．　q．　）

（p．10）

（p．1O）

CP・lO）

（P．IO）

〔P．エ1）

（p，11）

（p．12）

種子農の西表（市）『のこと。

「大変に」とありたいところ。

Z　．i　aka　i’　a　ne：の㍊り。

あとに「まだ田舎だった」と書いたいところを，Aにへし折られる。

naq宅eikuの詑り。

語の由来不潔，

「ほんとにそうなのだ」の意味。注ll参照。

S｛wa：のようにきこえる。

「大いに思う」の意味。注（18｝と同類　　　　　　　　　　　　　　、

「為が要らん」の形で「何々しなくてもよい」，の意を表わす。

baqtai　na：Nは「すっかり成らぬ」の義で，「駄闘だ，行き詰つな4の意

味で用いる慣用句。

一37一



㈱
釜
㈱
⑳
磁
器

（32）

（，33）

翻

（5），5）

f3e．　i，

R・7）

融

（39，］

（卿

罎
囎
鵤
優
㈹
　
髄
衝
撃
幽
偽
。
簸

（p．12）

（P，13）

（p．11）

（p．14）

（P．14）

（P．14）

Cp．15）

（P．15）

e’吹D；s）’

にも出る。

（p．16）

ikaNcja君a‘←ikaNtoja舜a）の転。

本妻の名前、

情婦の名前。

Wa：Deno〔「わが家の」義）の転。

つっぱねて，離婚しての意。

このあとに、「すなわち」という語を入れると，意味が通じよい。　　　　’

clutebiteの編形。

大事にしていることをいう。

iuteは無しでよいが，話し手はcj疵eのあとにこれを重ぬる癖がある，後

　　　　　　moq　te

－i一は強めの添加か。

（1）．17）

（1）　，17）

（p．18）

（p．1．8）

（p．18）

Cp．18）

ltateを縮めるとm◎qtateとかmoqtaiteとかになる。三春の

t◎qS　aS　t｝のようにきこえる。

一desの。は標準語的。

一〇z圭は年配の人につける敬称接尾語。　「叔父」の義。

「からくり」の識り。

「貴め殺されて」の義　F殺される」’，ま接尾語で「大いに責められて」の：三

塁（ワザワイ）を形容詞化し「おそろしい，大変な」などの意に使う6副詞的に

も使う。靴形多し。又力語尾形容詞としても用いる。以’下対話に頻出。

〔p．19）　NdomlはNdoだけで自称代名詞だが，それと「身」という自称代名詞の複合

したもの。

〔p．19〕　　「踏み殺ぎるる」の義。注（訂）参照。　な龍「一るる」の部分はkorosaoru

（殺さるる），nagaoru（流るる）式に一〇ruと変化する。

（P．20）

（p．20）

（p　．2　1）

（p．21）

Cp．22）

（p．22）

（p．22）

（p．23）

Cp．23）

（p．24）

（p．24｝

「ほんとにそうだ」の意。

「役せぬごとなった」の嚢。

断定の助動詞「じゃ」の己然形「じゃれば！である。

「もちろんそうだ」の意。

「御身たちは」の義。最高敬意の対称しかし文末表現はそれに照応しない。

　「御身は」の義。

融q唄・が離据的識だ雛鐙殊あ號　　　1
茎・はjai乏もし・う漸定助蜘』ここでは連体形。

一daketaはdeketa（出来た：）とdas三ta（出した）の混合形。　ト

　ヂ呉れやらぬかい」の義⊃

「だれているがね疑」の義。

　　　　　　　　　　　　　一一　38　・一



励
働
翻
　
翻
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翻
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四
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囎
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①
璽
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3
4
3
6
守
＄
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〔
〔
〔
〔
〔
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（
〔

mi　roka麺e：の転。

ともに地名。kuiseは本来暗礁の意味だったが，今は固有名詞化したといわれ

大魚群をいう。小さい方はカチという。　「青味勢」の義か。

「役せぬぞ」の義。

豊◎qc，ioqhita：のhiが落ちたか。

標準語。

ここではba　baは稲手の奥さんに回して用いている。「婆」の義だ。

碑ものは礁でとれる貝類をいう。

f塩気ゴの義か。酒の肴。

i　“一deは余計か。

o黛uba重kazeはokuba重kazeが普通で，西寄1りの南風をいう。

油を流したような晦磁の貯だやかさをいう。

西縮風をいう。南風が涯へ変ることを「上がり」という。

トカラ列鵬のうちロノ三鶴の・一一一つ。

r二あがり」は風が爾へ変わるさい，三下となるをいう。

suqkaketeの長音化した形。　suqは強意を示す接頭語。

「先」の義だが，「…する先もない」という句は，すべがないという意1こ．用い

一des重tal〈　a｝まオ票～籍舞吾的。

「うちくやして」の転。くやす（壊わす）は古語。

「業らしなげねえ」の義。「業らし」は「可哀そう」の意味。

上塵久の漁港名。

一keredomoは標準語的。

oraNt◎laruwaの短縮形。　lar　uは断定の助動言眺

8◎人中死着約40名，生者約40名だからいう。

大隅佐多岬の港名。

「へた」はド沖」に対していう語で，陸寄：りの海をいう。

「続かぬ」を「堪えられない」意に使う。

（de）muruはnemuruが正しいのか。不確か。

一keredomoは標準語的。

ikUtomoの言いまちがいか。
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